
1948年に厚生省（現：厚生労働省）が行った「全国孤児一斉調査」によると、日本の戦争孤児は
123,511人で、そのうち施設に収容された孤児は12,202人だったそうです。
※この調査は戦後の混乱状態の中で行われたため、カウントされなかった戦争孤児も多く、実際の人数はさらに多かったと考えられます。

多くの子どもたちは親戚に押しつけられたり、知人宅で労働力にされたり、奴隷のように

働かされたり、子どもだけで路上生活をして過ごしていました。施設でも、親戚の家でも邪魔者扱い

され、「野良犬」「ドロボウ猫」と呼ばれる日々。教育を受けることはほとんどなく、心を打ち

明けられる人もなく、全部ガマンするしかなかったそうです。

現在も、高齢化した戦争孤児に対する政府からの補償が未だ成されていない・本当の親を知ることが

できないなどの問題・人権侵害が残っており、20世紀中に2度起きた世界大戦の戦禍は未だ終わって
いないのです。

日本の戦争孤児

フランスのSOS Enfants en Detressesという団体によって作られた国際記念日で、「戦争孤児」と
いう社会的に弱い立場に置かれる子どもたちの状況を知るための日です。
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World Day for War Orphans
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ワーク2解答例：戦争の結果、保護者を亡くした子ども

続く戦争、減らぬ戦争孤児

戦争孤児は、難民、使用人、子ども兵士など、極めて厳しい状況に置かれ、「安心して頼れる人が

いない」生活を送っています。

21世紀に入っても、戦争が世界中で次々に発生し、戦争とは無関係な子どもたちが家族を喪って
新たな戦争孤児になっています。戦争は憎しみの悪循環しかもたらしません。
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